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■研究シーズ概要

知財学部・研究科教員で構築する「産学連携モデル」からそのスキーム
を整理し，ニーズ分析，シーズ提供を進めることで，地域産業の活性化
を図ります．特許・論文情報の件数・内容分析，経済・経営の観点から
多角的に分析し，そのノウハウを一般化されたアプリケーションとして提
供します．

■研究シーズの特徴

• セミナー等を通した知的財産活用のノウハウの提供

• 中小企業における知財活用スキームの提供

• 特許・論文情報の数的活用モデルの提供

図 構築する産学連携モデル
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び付いていない
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図 知財活用スキームのフロー


